
24,686,534
2,869,000
4,912,930

6,069
32,474,533

773,422
2,992,836
452,000
110,000
1,037,440
1,328,296
58,800
6,300

3,941,727
457,732
882,000
1,000,000
114,520

0
100,000
294,840
46,010
141,480
864,651
40,494

0
24,766,548
32,474,533

24,686,534
2,879,000
4,500,000

2,000
32,067,534

1,000,000
3,330,000
600,000
160,000
1,000,000
1,320,000
100,000
150,000
4,074,651
500,000
800,000
1,000,000
200,000
100,000
100,000
200,000
60,000
150,000
864,651
100,000

23,662,883
0

32,067,534

0
△10,000
412,930
4,069

406,999

△226,578
△337,164
△148,000
△50,000
37,440
8,296

△41,200
△143,700
△132,924
△42,268
82,000

0
△85,480
△100,000

0
94,840

△13,990
△8,520

0
△59,506

△23,662,883
24,766,548
406,999

収入の部 △は減 単位：円

収入総額 32,474,533円
支出総額 32,474,533円
差引金額 0円

支出の部

平成 25 年度　藤枝東高等学校同窓会会計決算書
（平成 25 年４月１日～平成 26 年３月 31日）

増　減25年度予算額25年度決算額

雑 収 入

会 議 費
事 務 費

消 耗 品 費

雑 費
予 備 費
次 年 度 繰 越

特別会計補助金
渉 外 費
保 険 料
会館整備費
会館補助費
慶 弔 費

記 念 品 費
事 業 費

備 品 費
通 信 費
印 刷 費
旅 費
事 務 局 費

科 　 目 25年度予算額 増　減25年度決算額

合 計

合 計

寄付及び総会会費
入 会 金
繰 越 金

科 　 目

支部活動助成費
校内松剪定
DVD 作成費

永
久
に
誇
ら
ん
友
よ
い
ざ

〜
学
校
創
立
90
周
年
に
寄
せ
て
〜

90周年記念事業
実行委員長
学校後援会長
（藤枝市長）
北村 正平

（38回）

100
周
年
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

志
太
中
〜
藤
枝
東
高
90
年

　

今
年
、
藤
枝
東
高
校
は
旧
制
志
太
中
学
校
と
し

て
大
正
13
（
１
９
２
４
）
年
に
創
立
さ
れ
て
か
ら

90
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。そ
の
記
念
事
業
と
し
て
、

以
下
の
こ
と
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

①
５
月
30
日
㈮
、
31
日
㈯

　

千
南
祭
展
示　

90
周
年
記
念
コ
ー
ナ
ー
設
置
。

　

90
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
パ
ネ
ル
を
渡
り
廊
下

に
展
示
、
ま
た
新
聞
部
の
展
示
場
で
は
過
去
の
東

高
新
聞
を
掲
示
し
ま
し
た
。

　

千
南
原
の
大
地
に
亭
々
と
そ
び
え
立
ち
、
永
年

の
風
雪
に
耐
え
た
一
列
の
翠
松
が
、
ま
さ
に
90
年

の
歴
史
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、
本

校
の
創
立
90
周
年
を
衷
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

大
正
13
年
、
県
立
志
太
中
学
校
と
し
て
設
立
さ

れ
た
本
校
は
、「
至
誠
一
貫
」
の
校
訓
の
も
と
、

大
正
・
昭
和
・
平
成
の
時
代
を
通
じ
、
文
武
両
道

の
伝
統
を
築
き
あ
げ
、
幾
多
の
有
為
な
人
材
を
輩

出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
現
在
ま
で
に
約
２
万
５
千
人
を
数

え
、
政
治
、
経
済
、
文
化
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
各
界
・
各
層
で
活
躍
し
、
国
家
や
地
域
社
会

の
繁
栄
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
内
外
に
誇
る
べ
き
伝
統
を
築
き
得
ま
し
た
の

は
、
ひ
と
え
に
歴
代
校
長
、
教
職
員
の
方
々
を
は

じ
め
、
同
窓
会
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
、
地
域
の
皆
様

の
ご
尽
力
の
賜
で
あ
り
、
後
援
会
を
代
表
し
て
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

今
回
、
こ
の
星
霜
90
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
伝

②
７
月
14
日
㈪

　
「
高
校
生
の
た
め
の
企
業
セ
ミ
ナ
ー
」

　

藤
枝
市
制
60
周
年
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
と
し

て
、
本
校
体
育
館
で
（
株
）
バ
ス
ク
リ
ン
社
長
古

賀
和
則
氏
が
「
原
点
と
企
業
経
営
」
と
題
し
て
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

③
10
月
25
日
（
土
）

　

90
周
年
記
念
式
典
（
焼
津
市
焼
津
文
化
会
館
）

・
記
念
講
演　

鈴
木　

學
氏（

日
立
製
作
所
39
回
）

統
あ
る
本
校
に
相
応
し
い
行
事
で
お
祝
い
す
べ

く
、実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
検
討
し
た
結
果
、

「
千
南
原
会
館
」
の
改
修
整
備
、
記
念
誌
の
発
行
、

そ
し
て
創
立
記
念
講
演
会
及
び
式
典
の
開
催
な
ど

に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、
現
在
全
日
制
・
定
時
制
あ
わ
せ
て

約
千
名
の
生
徒
が
、
日
夜
勉
学
に
、
ま
た
部
活
動

に
と
励
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
記
念
事
業
は
、

未
来
を
に
な
う
生
徒
た
ち
の
飛
躍
と
、
母
校
の
更

な
る
発
展
を
願
う
も
の
で
あ
り
、
90
年
の
歴
史
を

後
世
に
残
す
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
校
歌
「
永
久
に

誇
ら
ん
友
よ
い
ざ
」
の
も
と
、
生
徒
た
ち
も
含
め

皆
さ
ん
で
一
緒
に
記
念
す
べ
き
年
を
お
祝
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

日
に
日
に
躍
進
し
続
け
る
藤
枝
東
高
等
学
校
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
90
周
年
の
年
を
大
き
な
節
目

と
し
て
、
未
来
に
向
け
て
更
に
飛
翔
す
る
こ
と
を

祈
念
す
る
と
と
も
に
、
関
係
者
各
位
の
一
層
の
ご

指
導
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
創
立
90
周
年
と
な
り
各
種
記
念
事
業
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
昨
年
来
よ
り

要
望
が
あ
り
ま
し
た
、「
千
南
原
会
館
の
改
修
」

が
あ
り
ま
す
。
建
築
以
来
22
年
が
経
過
し
、
各
部

が
使
用
し
て
お
り
ま
す
会
館
は
、
特
に
水
回
り
の

劣
化
が
激
し
く
補
修
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

最
近
は
女
子
生
徒
も
全
校
生
徒
の
約
半
数
に
な

り
、
建
設
当
時
の
状
況
と
大
き
く
違
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
90
周
年
を
い
い
機
会
と
し
て
浴
室
・
ト

イ
レ
・
洗
面
等
の
配
管
を
見
直
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
是
非
し
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
に
ぶ
ん
に
も
多
額
な
費
用
が
掛
か
り
ま
す
の

で
同
窓
会
よ
り
の
援
助
（
５
０
０
万
円
）
だ
け
で

は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
こ
の
状
況
を
ご
理
解
頂

き
募
金
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、例
年
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す「
維

持
費
」
に
つ
き
ま
し
て
は
こ
の
募
金
に
替
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

６
月
12
日
に
開

幕
し
た
サ
ッ
カ
ー

Ｗ
杯
ブ
ラ
ジ
ル
大

会
で
、
日
本
の
敗

戦
が
決
ま
っ
た
次

の
瞬
間
、
長
谷
部

誠
選
手
（
75
回
）

は
ピ
ッ
チ
に
伏
し

た
サ
ム
ラ
イ
戦
士

一
人
一
人
に
声
を

掛
け
、
労
を
ね
ぎ

ら
っ
た
。
左
腕
の

キ
ャ
プ
テ
ン
マ
ー
ク
が
象
徴

す
る
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
姿
が
そ
こ
に
あ
っ

た
。

　

２
大
会
連
続
の
出
場
。
前

回
と
同
様
、
主
将
を
任
さ
れ

て
戦
い
に
臨
ん
だ
。
し
か

し
、
半
年
前
に
ひ
ざ
を
負
傷

し
、
不
安
材
料
を
抱
え
て
い

た
。
日
本
を
率
い
た
ザ
ッ
ケ

ロ
ー
ニ
監
督
も
回
復
具
合
が
気
掛
か
り
だ
っ
た

の
か
、
予
選
リ
ー
グ
１
、２
戦
は
途
中
で
ベ
ン
チ

に
下
げ
た
。
だ
が
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
へ

可
能
性
の
残
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
戦
は
フ
ル
出
場
し
、

チ
ー
ム
を
鼓
舞
し
続
け
た
。
待
っ
て
い
た
の
は 

１
―
４
の
敗
戦
。予
選
リ
ー
グ
敗
退
が
決
ま
っ
た
。

　

前
回
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
大
会
前
、
周
囲
の
期
待
度
は
高
ま
る

一
方
だ
っ
た
。
選
手
た
ち
も
「
自
分
た
ち
の
サ
ッ

　

サ
ッ
カ
ー
Ｊ

リ
ー
グ
の
浦
和

レ
ッ
ズ
で
活
躍

し
た
、
元
日
本

代
表
の
山
田
暢

久
さ
ん
（
67
回
）

が
、
藤
枝
市
の

ス
ポ
ー
ツ
栄
誉

顕
彰
を
受
賞
し
た
。
山
田
さ
ん
は
東
高
卒
業
後
、

１
９
９
４
年
か
ら
20
年
間
、
一
貫
し
て
浦
和
で
プ

レ
ー
、Ｊ
１
史
上
３
人
目
の
５
０
０
試
合
出
場（
通

算
出
場
は
５
０
１
試
合
）
を
達
成
し
て
２
０
１
３

年
シ
ー
ズ
ン
を
最
後
に
引
退
し
た
。
こ
の
間
、
浦

和
の
Ｊ
１
リ
ー
グ
や
ア
ジ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
リ
ー

カ
ー
が
で
き
れ
ば
」
と
手
応
え
を
感
じ
て
、
ブ
ラ

ジ
ル
入
り
し
た
は
ず
だ
っ
た
が
、
世
界
の
壁
に
跳

ね
返
さ
れ
た
。

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
戦
後
、
報
道
陣
の
問
い
掛
け
に
応

じ
た
長
谷
部
選
手
は
「
悔
し
い
。
期
待
に
応
え
ら

れ
な
く
て
」
と
唇
を
か
ん
だ
。
そ
し
て
、
こ
う
口

に
し
た
。「
日
ご
ろ
か
ら
日
本
サ
ッ
カ
ー
全
体
を

厳
し
い
目
で
見
て
ほ
し
い
」
と
。
世
界
の
強
豪
国

に
根
付
い
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
文
化
、
そ
れ
は
サ
ッ

カ
ー
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
全
体
で
構
築

し
た
も
の
だ
と
い
う
の
だ
。
キ
ャ
プ
テ
ン
長
谷
部

の
言
葉
は
プ
レ
ー
同
様
、
深
み
が
あ
っ
た
。

（
会
報
委
員
Ｋ
）

グ
制
覇
に
貢
献
、
日
本
代
表
入
り
も
果
た
し
た
。

現
在
は
浦
和
の
強
化
部
に
所
属
、
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン

グ
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
。
７
月
５
日
に
は
引
退

試
合
が
行
わ
れ
、
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
に
３
万
４
千

人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
詰
め
掛
け
た
。

　

同
顕
彰
は
１
９
９
８
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
で
顕
著

な
実
績
を
残
し
た
藤
枝
市
出
身
な
ど
に
贈
ら
れ
て

い
る
。東
高
関
係
で
は
石
川
竜
也
さ
ん（
71
回
、サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
準
優
勝
）、
長
谷
部
誠
さ
ん

（
75
回
、
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
主
将
）、
サ
ッ
カ
ー

部
（
高
校
選
手
権
準
優
勝
）
が
受
賞
し
て
い
る
。

26
年
度
総
会
と

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　

本
年
度
は
、平
成
26
年
７
月
19
日
㈯
、藤
枝
「
小

杉
苑
」
に
て
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
25
年
度
決
算
報
告
、
26
年
度
収
支
予

算
の
承
認
、
本
年
度
の
活
動
内
容
等
（
特
に
90
周

年
記
念
事
業
）
を
議
論
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

決
算
報
告
は
本
紙
記
載
の
通
り
で
す
。

　

な
お
、今
年
度
決
算
書
収
入
欄
に
記
載
の
通
り
、

多
数
の
皆
様
か
ら
の
同
窓
会
維
持
費
の
御
協
力
が

あ
り
ま
し
た
の
で
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し

て
事
務
局
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

各
委
員
会
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

〈
総
務
委
員
会
〉
皆
様
の
名
簿
デ
ー
タ
の
収
集
及

び
整
理
を
し
、
90
周
年
事
業
に
向
け
て
の
資
料
整

理
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
１
０
０
周
年

に
向
か
っ
て
、
今
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
各
回
に

ご
依
頼
し
名
簿
の
取
得
、
訂
正
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

〈
組
織
・
規
約
委
員
会
〉
各
支
部
と
の
連
携
を
よ

り
強
く
し
て
い
き
活
動
の
活
発
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
「
90
周
年
記
念
」
と

な
り
ま
す
の
で
そ
の
た
め
の
「
実
行
委
員
会
」
を

立
ち
上
げ
学
校
と
の
連
携
を
取
り
、
組
織
の
活
発

化
を
図
り
、
よ
り
積
極
的
に
活
動
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

〈
会
報
委
員
会
〉
引
き
続
き
年
１
回
の
発
行
と
内

容
の
充
実
を
め
ざ
し
て
参
り
ま
す
。

〈
Ｈ
Ｐ
・
デ
ー
タ
管
理
委
員
会
〉
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
更
新
作
業
を
ス
ム
ー
ス
に
行
え
る
よ
う
に
し
、

最
新
の
情
報
を
常
に
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
す
。

90
周
年
記
念
事
業

（
千
南
原
会
館
改
修
募
金
）

の
お
願
い

　

鈴
木
氏
は
、
日
本
の
新
幹
線
を
英
国
に
輸
出
す

る
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
方
で
す
。

・
記
念
公
演　

佐
野　

文
彦
氏
（
歌
手
54
回
）

④
90
周
年
記
念
誌　

12
月
発
刊
予
定

　

90
年
の
歩
み
を
、
冊
子
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
50
周
年
誌
・「
サ
ッ
カ
ー
60
年
の

歩
み
」
お
よ
び
既
刊
の
東
高
新
聞
全
号
等
が
収
め

ら
れ
る
予
定
で
す
。

⑤
同
窓
会
事
業

　

千
南
原
会
館
の
改
修
工
事

　
（
左
下
囲
み
記
事
参
照
く
だ
さ
い
。）

　

サ
ッ
カ
ー
部
の
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
出
場
で
幕
開
け
し
た
平
成
26
年
。
90
周
年
の
節

目
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
く
、
山
岳
部
、
陸
上
部
、

弓
道
部
、
棋
道
部
（
囲
碁
）、
新
聞
部
の
五
つ
の

部
活
動
が
、
こ
の
夏
全
国
大
会
に
出
場
・
参
加
し

ま
し
た
。（
４
面
参
照
く
だ
さ
い
。）

　

藤
枝
東
高
校
に
連
綿
と
息
づ
く
文
武
両
道
。

１
０
０
周
年
に
向
け
て
の
新
し
い
一
歩
が
、
今
、

始
ま
り
ま
す
。

長谷部誠選手（75回）
２大会連続のＷ杯

山
田
暢
久
さ
ん（
67
回
）

藤
枝
市
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
顕
彰

北村市長と山田暢久さん
（藤枝市提供）

コロンビア戦でチームを鼓舞する長谷部選手
（６月 25 日静岡新聞夕刊）

千南祭　90 周年記念コーナー展示千南祭　新聞部展示
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